
告

示

区

分

額

物
品
等
の
調
達
契
約

二
千
五
百
万
円

特
定
役
務
の
う
ち
建
設
工
事
の
調
達
契
約

十
九
億
四
千
万
円

特
定
役
務
の
う
ち
建
築
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
技
術
的
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約

一
億
九
千
万
円

特
定
役
務
の
う
ち
右
記
以
外
の
調
達
契
約

二
千
五
百
万
円

平成™›年˜月™š日 月曜日 第œ�™™号官 報

４

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
又

は
役
務
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
調
達
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
国
際
競
争
入
札
の
手
続
が
適
用
で
き
な
い
か
又
は
適

当
で
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
従
う
べ
き
国
際
競
争
入
札

の
手
続
を
な
か
ん
ず
く
定
め
る
。）に
従
っ
て
調
達
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

５

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
借
款
に
基
づ
い
て
購
入
さ
れ

る
生
産
物
の
海
上
輸
送
及
び
海
上
保
険
に
関
し
、
海
運

会
社
及
び
海
上
保
険
会
社
の
間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競

争
を
妨
げ
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
制
限
を
課
す
る
こ

と
も
差
し
控
え
る
。

６

３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連

し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
そ
の
役
務
が
必
要
と
さ
れ

る
日
本
国
民
は
、
作
業
の
遂
行
の
た
め
マ
レ
ー
シ
ア
へ

の
入
国
及
び
同
国
に
お
け
る
滞
在
に
必
要
な
便
宜
を
与

え
ら
れ
る
。

７

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
次
の
も
の
を
免
除
す
る
。

æ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
、
借
款
及
び
そ
れ
か
ら
生

ず
る
利
子
に
対
し
て
又
は
そ
れ
ら
に
関
連
し
て
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
課
さ
れ
る
全
て
の
財
政
課
徴

金
及
び
租
税

ç

供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
活
動
す
る
日
本
国
の
会
社
に
つ
い
て
、
計
画

の
実
施
に
必
要
な
自
己
の
資
材
及
び
設
備
の
輸
入

及
び
再
輸
出
に
関
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
課

さ
れ
る
全
て
の
関
税
及
び
関
連
の
財
政
課
徴
金

８

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
。

æ

借
款
が
適
正
に
か
つ
専
ら
計
画
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
\

借
款
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
間

で
締
結
さ
れ
る
借
款
契
約
に
基
づ
い
て
使
用
に
供
さ

れ
る
。
借
款
の
条
件
及
び
使
用
に
関
す
る
手
続
は
、

こ
の
了
解
の
範
囲
内
で
、
な
か
ん
ず
く
次
の
原
則
を

含
む
こ
と
に
な
る
前
記
の
借
款
契
約
に
よ
っ
て
規
律

さ
れ
る
。

æ

償
還
期
間
は
、
九
年
の
据
置
期
間
の
後
二
十
一

年
と
す
る
。

ç

利
子
率
は
、
年
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

è

た
だ
し
、
ç
に
か
か
わ
ら
ず
、
借
款
の
一
部
が

計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
対
し
て
行
う
支
払
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
部
分
に
係

る
利
子
率
は
、年
〇
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

é

支
出
期
間
は
、
前
記
の
借
款
契
約
の
発
効
の
日

の
後
七
年
と
す
る
。

]

\
に
規
定
す
る
借
款
契
約
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
計
画

の
実
行
可
能
性
（
環
境
に
対
す
る
配
慮
を
含
む
。）を

確
認
し
た
後
に
締
結
さ
れ
る
。

^

\
é
に
規
定
す
る
支
出
期
間
は
、
両
政
府
の
関
係

当
局
の
同
意
を
得
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
\

借
款
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
実
施
機
関
が
調
達
適
格

国
の
供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

対
し
て
行
う
支
払
で
、
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産

物
又
は
役
務
の
購
入
の
た
め
に
両
者
の
間
で
締
結
さ

れ
る
こ
と
の
あ
る
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の

を
対
象
と
し
て
使
用
に
供
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該

購
入
は
、
調
達
適
格
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
国
で

生
産
さ
れ
る
生
産
物
又
は
そ
れ
ら
の
国
か
ら
供
給
さ

れ
る
役
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。

]

\
に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
両
政
府

の
関
係
当
局
間
で
合
意
さ
れ
る
。

^

借
款
の
一
部
は
、
計
画
の
実
施
の
た
め
の
適
格
な

現
地
通
貨
の
需
要
に
充
て
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
五
号

ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー

イ
ン
シ
ュ
ラ
ン
ス

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ビ
ー
・
ヴ
ィ
が
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二

日
付
で
ア
イ
エ
ヌ
ジ
ー
生
命
保
険
株
式
会
社
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有
者
で
な
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
ア
イ

エ
ヌ
ジ
ー
生
命
保
険
株
式
会
社
の
同
法
第
二
百
七
十
一
条
の
十
第
二
項
た
だ
し
書
の
認
可
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の

で
、
同
法
第
二
百
七
十
四
条
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

〇
金
融
庁

法
務
省
告
示
第
一
号

社
債
等
登
録
法
施
行
令
（
昭
和
十
七
年
勅
令
第
四
百
九
号
）
第
一
条
第
一
項
（
同
令
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
会
社
並
び
に
社
債
等
登
録
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
七
年
大
蔵
司
法
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
登

録
機
関
及
び
そ
の
支
店
の
指
定
に
関
す
る
件
（
昭
和
十
七
年
四
月
大
蔵
省

司
法
省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

一
、
二
及
び
四
中
「
株
式
会
社
新
生
銀
行

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
二
丁
目

株
式
会
社
新
生
銀
行
事
務
集
中
部
」
を
「
株
式
会
社

新
生
銀
行

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目

株
式
会
社
新
生
銀
行
事
務
集
中
部
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
十
四
号

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る

総
務
大
臣
の
定
め
る
額
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
締
結
さ
れ
る
調
達
契
約
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
五
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

平
成
二
十
三
年
十
二

月
二
十
九
日

大だ
い

地ち

・
真し
ん

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

大だ
い

地ち

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
e

九
e

六
十
全
ビ

ル
二
〇
六
号
室

鈴
木

宗
男

平
成
二
十
四
年
一
月

五
日

新し
ん

党と
う

き
づ
な

き
づ
な

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
五
e

三
e

五
e

二
〇
七

内
山

晃

〇
外
務
省
告
示
第
八
号

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
に
プ
ト
ラ
ジ
ャ
ヤ

で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
経
済
の
安
定
及
び
開
発
努
力
を
促
進
す
る
た
め
に

供
与
さ
れ
る
日
本
国
の
借
款
に
関
し
て
日
本
国
政
府
の
代

表
者
と
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
代
表
者
と
の
間
で
最
近
到
達

し
た
次
の
了
解
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

１

六
十
六
億
九
千
七
百
万
円
（
六
、
六
九
七
、〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
）
の
額
ま
で
の
円
貨
に
よ
る
借
款（
以
下「
借

款
」
と
い
う
。）が
、マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
際
工
科
院（
Ｍ

Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
整
備
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。）を

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）に
よ
り
、

日
本
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
に

供
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
六
号

大
分
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

大
分
県
大
分
郡
明
治
村
大
字
猪
野
八
百
七
十
三
番
地

藥
師
寺
辰
雄
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